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地域の木質資源を活用した
コンパクトで持続可能なエネルギーと経済の循環モデル事業
～内子龍王バイオマス発電所への導入事例～

導入の背景
　内子町森林組合では、2018年の1MW級木質バイオマス発電所開業以降、森林施業の合理化が進み、森林組合に併設された原木市場の原木
扱い量は、2018年時点の3.4万㎥から、2022年には4.3万㎥に増加した。
　地域の木材供給能力に余力が生じていたことから、木質バイオマス発電所のペレット燃料の製造・供給、発電所の管理業務を担う内藤鋼業と、
建設業における国産木材利用促進に取り組む竹中工務店は、地域の集材規模と熱需要の双方にフィットし、かつ事業継続性に配慮したコンパクト
な地域型小規模木質バイオマスの事業モデルの取り組みに着手した。

木質バイオマスによる地域熱利用
　龍王公園内にある温浴施設とスポーツ施設は、十数年前から木質ペレットボイラーを運用していたが、燃料費の季節変動が大きい点が事業上の
課題となっていた。
　このため、本事業では公園に近接する事業用地を確保し、発電と同時に発生する熱を、熱導管を用いて、両施設に定額制で供給する計画とした。

導入経緯2

地域に合わせたコンパクトな事業スキームの実現
　地域の集材規模に合わせた小規模な木質バイオマスエネルギー事業を実現するため、以下の事業スキームを実現。
◉町内の既設発電所と同一のコージェネを採用、運営管理も同じ会社に委託を行うことで施設運用を共通化。
◉燃料ペレットを地域内製造・調達、発電施設の運営管理を地域内企業が行うことによる、ランニングコストの合理化。
◉地元金融機関の融資のほか、地元企業20社の小口出資を募ることで地域からの資金調達を実現。
◉定額制の熱供給サービスによる、事業収益の安定化。

自治体との連携
◉龍王公園内の2施設に熱供給を行うにあたり、公園を管理する内子町と木質バイオマスによる熱供給に関する基本合意書を締結、熱導管敷設
　等の占有申請や、熱供給先施設との協議を円滑化。
◉「地域資源バイオマス発電」の要件を満たすことによる、農山漁村再生可能エネルギー法の適用。

安定的な熱供給サービスの実現
◉コージェネを2台運用し、交互にメンテナンスを行うことで熱供給の継続性を実現。
◉供給先施設の木質ペレットボイラーを追い焚き制御することで、冬季やピーク時の熱需要増、予期せぬ熱供給の停止事態に対応。
◉供給先ボイラーの燃料ペレットを、熱供給事業側（当事業）が負担・供給することで、定額かつ安定した熱供給サービスを実現。

特 長3

　本事業は、木質バイオマスを燃料とする小規模なコージェネを導入し、森林資源活
用によるエネルギーと地域経済の循環システム構築を目指して、内藤鋼業、竹中工
務店ら5社が愛媛県内子町で進める地域型熱電事業である。
　施設建屋に地元産木材を活用すると共に、建屋工事、原料となる未利用木材の供
給とペレットの製造、施設運営など事業プロセスの多くを地元企業が担当すること
で、地域経済への還流効果が高い事業スキームを構築した。
　約560世帯分の電力とともに発生する熱を、熱導管を通じて常時、近隣の温浴施
設とスポーツ施設に供給することで総合的なエネルギー効率を高めている。2つの施
設に導入されているペレットボイラーを、冬季およびピーク需要時のバックアップとし
て、追い焚き制御による運用を行い、安定的な熱供給を実現した。高いエネルギー利
用効率を実現し、地域経済への還流効果を高めることで、コンパクトかつ、限られた地
域の木質資源量で持続可能なモデル事業を実現した。

概 要1

COGENERATION AWARD 2024

※コージェネが供給できる電力・熱を商用系統から給電・熱源機から熱供給した場
　合と比較した時のエネルギー削減率

システムフロー図

建物外観

施設内観



コージェネ導入事例
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０
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熱
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。
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■ エネルギーフロー図
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熱交換器
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ガスエンジン
コージェネ

（165kW×2）

木質ペレット

ガス化
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発電ユニット

温泉水昇温

風呂昇温

給湯用タンク

プール昇温

風呂昇温

給湯用タンク

オーベルジュ内子

フィットネスRYUOW

ペレットボイラ
（既設）

ペレットボイラ
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内子龍王
バイオマス
発電所

ガス

売電
（再エネ固定買取制度）

温水

バックアップ

バックアップ
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熱
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湯
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熱
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熱
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、
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、
往
き
が
約
85
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、
還

ガスエンジン・コージェネ（165kW×2台）
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　愛媛県内子町は、約8割が豊かな山林であり、江戸後
期から明治時代にかけて製蠟業などで発展してきた。町
の豊富な森林資源を活用し、地元で木質ペレットを製造
している内藤鋼業らが中心となって設立した1MW級木
質バイオマス発電所「内子バイオマス発電所」が2018
年に運開した。「内子龍王バイオマス発電所」は、そのと
きのノウハウを持った地元企業や森林組合等が参画す
るとともに、発電時に発生する排熱を近隣の熱需要施設
に供給することで、高いエネルギー利用効率と事業性を
実現する熱電併給型事業として、竹中工務店がプロジェ
クトマネジャーとなって推進し、2022年に運開したもの
である。

　発電所は、熱供給先であるオーベルジュ内子（宿泊施
設）ならびにフィットネスクラブRYUOWに隣接して立地
し、地元産木材を活用した木造建屋とすることで景観に
配慮したデザインを実現している。

コージェネ導入のポイント
地元産木材を燃料とした 
地域型バイオマス発電
近隣施設での熱利用により、 
高いエネルギー利用効率を実現
景観に配慮した木造建屋の発電所

1

2

3

Co-GENET Vol.34

地域産材を活用した木質バイオマス発電事業により
持続可能なエネルギーと経済の循環を構築

内子龍王バイオマス発電所

■ 施設概要
所 在 地 愛媛県喜多郡内子町内子1365番地
建 物 規 模 地上1階
構 造 木造
面 積 敷地面積：797㎡／建築面積：181㎡
開 業 年 月 2022年10月
用 途 発電所

U c h i k o - R y u o w  B i o m a s s  E n e r g y  P l a n t

Case1

取材・文：田中 敏英

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ブルクハルト社（Burkhardt社）

モ デ ル 名 コージェネユニットECO165HG
（ガス化ユニットV3.90）

燃 料 種 別 間伐未利用材（内子町産原木約3,600t/年）による
木質ペレット由来のバイオガス

定 格 出 力 発電：165kW
熱：260kW（ガス化ユニットからの熱を含む）

台 数 2台
効 率 総合：75.0％／発電：30.0％／排熱回収：45.0％
温水取出温度 85℃（還り65℃）
そ の 他 排熱は近隣施設で利用

SDGs コージェネ
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